
平成28年
広
報

　９月２６日に乙部小学校の４年生が、１０月１１日に栄
浜小学校の全児童が稲刈り体験学習を行いました。
　児童たちは、昔ながらの収穫方法を農家の方々から学
び、自分たちが春に植えた稲を刈り取ることで収穫の喜び
を体感していました。

11

ついにきた収穫の秋！

№ 567



　乙部町表彰条例に基づく表彰式が、11 月１日午前１１時から乙部町公民館で行われます。
　この表彰は、長年にわたり乙部町の行政や経済、産業、文化、社会、福祉、その他各般にわ
たって町の振興に寄与し、町民の模範と認められる方々に贈られるものです。

生
活
文
化
功
労
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会
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功
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産
業
功
労
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善
行
表
彰

◤◥

◤◥
平
成
二
十
八
年
度
　
乙
部
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
受
賞
者
の
ご
紹
介
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吉
　
岡
　
　
繁
　
氏

　

学
校
長
を
最
後
に
教
員
生
活

を
終
え
ら
れ
た
後
、
地
域
住
民

か
ら
の
信
頼
が
厚
く
、
平
成
八

年
一
月
か
ら
本
年
一
月
ま
で
の

二
十
年
間
の
永
き
に
亘
り
、
館

浦
温
泉
自
治
会
税
務
部
長
、
同

副
会
長
、
同
会
長
等
を
歴
任
さ

れ
、
そ
の
優
れ
た
見
識
の
も
と

に
、
地
域
住
民
と
の
連
帯
感
を

深
め
、
地
域
づ
く
り
と
住
民
福

祉
の
向
上
に
努
め
ら
れ
る
な
ど
、

町
行
政
の
振
興
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長
や
同
理
事
を
歴
任
さ

れ
、
町
の
福
祉
活
動
の
向
上
や

地
域
の
見
守
り
活
動
の
推
進
な

ど
に
も
尽
力
さ
れ
、
地
域
福
祉

の
振
興
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
工
　
藤
　
美
　
代
　
氏

　

保
育
園
長
を
退
職
さ
れ
た
後
、

平
成
十
六
年
十
二
月
か
ら
現
在

ま
で
十
一
年
有
余
の
永
き
に
亘

り
、
民
生
児
童
委
員
と
し
て
、

優
れ
た
人
格
と
識
見
や
、
社
会

奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
社
会

福
祉
の
向
上
に
努
め
ら
れ
、
平

成
二
十
年
四
月
か
ら
は
、
町
奨

学
生
選
考
委
員
会
委
員
と
し
て
、

公
正
な
識
見
に
よ
り
、
奨
学
資

金
制
度
の
適
正
・
公
正
な
運
用

の
審
議
に
努
め
ら
れ
る
な
ど
、

制
度
の
充
実
・
向
上
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
乙
部
町
民
健
康
づ
く

り
推
進
協
議
会
監
事
や
栄
浜
地

区
部
長
と
し
て
、
健
康
づ
く
り

運
動
等
に
積
極
的
に
取
組
み
地

域
活
動
の
振
興
に
大
き
く
寄
与

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
工
　
藤
　
範
　
泰
　
氏

　

家
業
の
呉
服
店
を
営
ま
れ
る

中
、
平
成
十
年
八
月
よ
り
町
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
、

平
成
二
十
一
年
三
月
よ
り
同
委

員
長
と
し
て
、
適
切
な
判
断
と

見
識
に
よ
り
、
固
定
資
産
評
価

の
適
正
化
や
公
正
な
審
議
に
努

め
ら
れ
、
平
成
十
一
年
十
二
月

か
ら
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
と
し
て
、
選
挙
が
公
明
か

つ
適
正
に
執
行
さ
れ
る
よ
う
、

有
権
者
の
意
識
の
向
上
に
努
め

る
等
、
地
方
自
治
の
推
進
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
五
十
三
年
か
ら

二
十
三
年
有
余
の
永
き
に
亘
り
、

乙
部
町
消
防
団
第
三
分
団
団
員
、

同
副
分
団
長
、
同
分
団
長
を
歴

任
さ
れ
、
地
域
防
災
や
消
防
業

務
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
井
　
　
　
由
　
政
　
氏

　

学
業
を
終
え
ら
れ
る
と
、
家

業
で
あ
る
漁
船
漁
業
に
従
事
し
、

船
主
・
船
長
と
し
て
、
厳
し
い

漁
業
環
境
の
中
で
、
漁
業
経
営

さ
れ
る
中
、
時
代
に
即
応
し
た

漁
船
設
備
の
近
代
化
を
図
り
、

周
年
漁
業
や
漁
場
開
発
な
ど
の

漁
場
管
理
や
新
規
事
業
に
取
組

ま
れ
、
更
に
は
後
継
者
の
育
成

に
尽
力
し
、
豊
か
な
経
験
と
優

れ
た
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
、
地

域
漁
船
漁
業
の
振
興
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
か
ら
の
信

頼
も
厚
く
、
元
町
一
自
治
会
監

事
、
同
副
会
長
を
歴
任
さ
れ
る

な
ど
、
町
行
政
の
振
興
発
展
に

大
き
く
寄
与
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
小
　
田
　
キ
　
ス
　
氏

　

亡
き
夫
の
小
田
宗
作
氏
が

生
前
、
さ
っ
ぽ
ろ
乙
部
会
副

会
長
と
し
て
、
会
の
設
立
当

初
よ
り
円
滑
な
運
営
や
会
員

の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、

町
と
の
交
流
や
支
援
を
積
極

的
に
推
進
さ
れ
る
な
ど
、
ふ

る
さ
と
乙
部
町
の
振
興
発
展

を
強
く
願
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
亡
き
夫
の
志
し
を
継
が

れ
、
ふ
る
さ
と
乙
部
町
の
よ

り
一
層
の
振
興
発
展
を
願
い

多
額
の
現
金
を
寄
附
を
さ
れ
、

町
政
の
推
進
に
大
き
く
寄
与

し
、
そ
の
功
績
は
誠
に
大
で

あ
り
ま
す
。



〔 3 〕

故
福
山
誠
氏
に
叙
勲

　
　
　
　
　
　  

瑞
宝
単
光
章

　

去
る
八
月
二
日
逝
去
さ
れ
ま
し

た
故
福
山
誠
氏
に
対
し
、
生
前
の

多
年
に
わ
た
る
社
会
福
祉
の
充
実

に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
同
日
付
け
で
瑞
宝
単
光
章
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

故
福
山
氏
は
乙
部
町
民
生
委
員

児
童
委
員
、
乙
部
町
民
生
委
員
協

議
会
会
長
等
を
歴
任
し
た
功
績
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

十
月
二
日
に
、
寺
島
町
長
が
館

浦
の
自
宅
を
訪
れ
、
奥
さ
ん
の
敏

子
さ
ん
へ
、
勲
章
と
勲
記
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　

九
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第

三
回
定
例
町
議
会
で
、
任
期
満
了

に
伴
う
教
育
委
員
選
任
の
議
案
が

提
案
さ
れ
、
現
在
、
教
育
委
員
会

委
員
の
福
士
勝
義
氏
と
石
山
幸
康

氏
が
再
度
、
選
任
同
意
さ
れ
、
十

月
一
日
付
け
で
任
命
さ
れ
ま
し

た
。 教

育
委
員
に

　
福
士
氏
と

　
石
山
氏
が

　
　
　 

選
任

東
京
お
と
べ
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

東
京
お
と
べ
会
第
二
十
四
回
総

会
が
十
月
一
日
、
東
京
都
千
代
田

区
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
開

催
さ
れ
、
都
内
と
そ
の
近
郊
に
住

む
乙
部
町
出
身
者
や
、
乙
部
町
に

ゆ
か
り
の
あ
る
方
約
八
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
決
算
報
告
と
事
業

報
告
に
引
き
続
き
、
平
成
二
十
九

年
度
に
行
う
事
業
計
画
な
ど
が
話

し
合
わ
れ
、
ふ
れ
あ
い
交
流
盆
お

ど
り
・
花
火
大
会
へ
の
協
賛
や
、

ふ
る
さ
と
納
税
、
乙
部
町
へ
の
協

力
事
業
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

総
会
の
あ
と
は
、
懇
親
会
が
行

わ
れ
、
余
興
で
は
、
平
成
二
十
六

年
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
若
手
演
歌
歌

手
の
小
笠
原
あ
い
み
さ
ん
が
力
強

い
歌
声
を
披
露
し
、
懐
か
し
の
名

曲
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

毎
年
参
加
者
が
楽
し
み
に
し
て

い
る
乙
部
町
の
特
産
品
抽
選
会
は
、

番
号
が
発
表
さ
れ
る
度
に
拍
手
や

歓
声
が
沸
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は
ふ
る
さ
と

乙
部
町
へ
の
振
興
事
業
と
し
て
の

募
金
も
行
わ
れ
、
総
額
八
万
七
千

円
が
寺
島
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者
ら
は
、
思
い
出
話
や
お

互
い
の
近
況
を
報
告
し
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
六
日
、
つ
く
し
保
育

園
の
園
児
が
乙
部
警
察
官
駐
在
所

前
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
街

頭
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

方
々
に
「
安
全
運
転
お
ね
が
い
し

ま
す
！
」
と
元
気
な
声
で
呼
び
か

け
、
交
通
安
全
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
や
園
児
が
手
作
り
し
た
お
守
り

等
を
配
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
九
月
二
十
七
日
に
は
乙

部
小
学
校
の
児
童
が
同
じ
く
啓
発

活
動
の
一
環
で
、
マ
ー
チ
ン
グ
パ

レ
ー
ド
を
行
い
、
町
内
を
行
進
し

て
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
冬
に
な
り
道
路
状
況

が
悪
く
な
り
ま
す
が
、
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
日
頃
か
ら
安
全
運
転
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全
を
願
っ
て

　
　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
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地
元
を
離
れ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す

出
　
稼
　
ぎ
　
先
　
現
　
地
　
訪
　
問

　

町
で
は
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
就
労
し
て
い
る
方
々
の
事
業
所
を
訪
問
し
、

就
労
先
の
実
態
や
就
労
者
へ
の
激
励
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
九
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
に
、
道
東
方
面
の
十
一
事
業
所
、

四
十
四
名
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
元
気
に
働
い
て
、
地
元
の
家
族
や
知
人
へ
の
思
い
を
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
回
の
訪
問
に
あ
わ
せ
、

乙
部
町
出
身
者
で
、
会
社
の
代
表
や

中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
る
方
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　

忙
し
い
中
、
対
応
し
て
く
だ
さ
っ

た
、
事
業
所
や
就
労
者
の
皆
さ
ま
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲ ㈱阿部商店（釧路市）

▲ ㈱旭正海産（羅臼町）

▲ 羅臼海産㈱（羅臼町）▲ ㈱丸中しれとこ食品（斜里町）

▲ マルヒ水産㈱（斜里町）

▲ ㈱マルキチ（網走市）

▲ ㈱笹谷商店（釧路市）

▲ ㈱津田商店（別海町）

▲ 北見食品工業㈱（網走市） ▲ ㈲島田商店（標津町）▲ ㈱野尻正武商店（斜里町）
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秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
十

月
二
日
、
町
内
全
域
で
行
わ

れ
、
早
朝
か
ら
約
五
百
六
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
町
の

景
観
を
守
ろ
う
と
毎
年
春
と

秋
に
二
回
行
わ
れ
る
町
を
あ

げ
て
の
清
掃
活
動
で
、
各
自

治
会
町
内
会
や
各
種
団
体
を

中
心
に
、
町
内
各
地
で
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

例
年
多
く
の
方
が
参
加
し
、

今
回
も
道
路
の
路
肩
や
海
岸

近
く
に
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
を

地
域
の
人
た
ち
で
拾
い
集
め

ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

で
は
、
合
計
七
百
十
キ
ロ
も

の
ゴ
ミ
が
拾
い
集
め
ら
れ
、

家
庭
か
ら
出
た
粗
大
ゴ
ミ
は

約
三
ト
ン
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
沢
山
の
ゴ
ミ

を
集
め
る
こ
と
が
で
き
て

ス
ッ
キ
リ
し
た
け
ど
、
そ
れ

だ
け
ゴ
ミ
が
あ
る
の
は
悲
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

・
消
費
者
行
政
活
性
化
事
業

と
は

　

消
費
生
活
を
行
う
中
に
潜

む
様
々
な
危
険
か
ら
、
住
民

を
守
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い

る
事
業
で
、
自
治
体
が
事
業

計
画
を
策
定
し
、
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

乙
部
町
で
は
、
平
成
二
十

一
年
度
か
ら
消
費
者
行
政
活

性
化
事
業
を
継
続
し
、
消
費

生
活
相
談
員
を
配
置
し
て
悪

徳
商
法
な
ど
か
ら
身
を
守
る

た
め
、
相
談
業
務
や
注
意
喚

起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
具
体
的
な
取
り
組
み

　

乙
部
町
が
行
っ
て
い
る
、

こ
の
事
業
の
具
体
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
平
成
二
十
四

年
度
か
ら
専
任
の
消
費
生
活

相
談
員
を
配
置
し
、
様
々
な

消
費
生
活
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
の
一
年
間

に
直
接
受
け
た
相
談
は
約

二
十
件
で
、
大
き
な
被
害
を

未
然
に
防
い
で
い
ま
す
。

　

相
談
員
が
よ
り
き
め
細
や

か
な
対
応
が
出
来
る
よ
う

に
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
に
相

談
員
を
派
遣
し
、
レ
ベ
ル
の

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
注
意
喚
起
や
啓
発

事
業
と
し
て
、「
相
談
員
通

報
」
と
い
う
広
報
お
知
ら
せ

を
作
成
し
、
相
談
が
あ
っ
た

例
や
対
応
の
仕
方
を
紹
介
す

る
こ
と
で
、
類
似
の
被
害
を

防
ぐ
一
助
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

広
報
活
動
と
し
て
は
、
町

内
で
開
催
さ
れ
る
集
会
等
で

の
講
演
活
動
も
行
っ
て
い

て
、
多
く
の
町
民
の
理
解
を

深
め
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
財
産
を
悪
意
の

あ
る
業
者
か
ら
守
る
た
め
に

も
、
消
費
者
行
政
活
性
化
事

業
を
活
用
し
、
今
後
も
活
動

を
継
続
し
ま
す
。

　

消
費
者
被
害
を
防
ぐ
た
め

に
も
、
業
者
と
の
や
り
取
り

の
中
で
不
審
な
点
や
、
納
得

が
い
か
な
い
点
が
あ
っ
た
時

は
、
迷
わ
ず
役
場
産
業
課
の

消
費
生
活
相
談
員
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

ん
？
あ
や
し
い･･･

と
思
っ
た
と
き
に
は
す
ぐ
相
談

消
費
者
行
政
活
性
化
事
業
に
つ
い
て

小林元康消費生活相談員
　平成 19 年から平成 24 年までの５年間、乙部駐在所長
として活躍。
　現在は、乙部町産業課で消費生活相談員として配属さ
れています。
　小林相談員は「相談は電話で匿名でも可能なので、一
人で悩まずに相談を」と呼びかけています。

一人一人の力で

　美しい町づくりを

町内各地でクリーン作戦
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十
月
十
二
日
、
乙
部
町
役
場
内

で
、災
害
協
定
手
交
式
が
行
わ
れ
、

乙
部
町
と
社
会
福
祉
法
人
江
差
福

祉
会
が
「
災
害
時
に
お
け
る
福
祉

避
難
所
使
用
に
関
す
る
協
定
」
を

結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
乙
部
町
内
で
津

波
や
一
時
避
難
を
必
要
と
す
る
大

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
介
護

を
要
す
る
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

乳
幼
児
な
ど
特
に
配
慮
を
要
す
る

方
の
福
祉
避
難
所
と
し
て
、
乙
部

町
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ホ
テ
ル
あ
す

な
ろ
を
選
定
し
、
江
差
福
祉
会
の

協
力
を
求
め
て
締
結
し
た
も
の
で

す
。

　

当
日
は
、
寺
島
町
長
と
江
差
福

祉
会
の
樋
口
理
事
長
が
協
定
書
を

手
渡
し
し
、
今
後
も
協
力
し
て
い

く
こ
と
に
合
意
し
ま
し
た
。

災
害
協
定
手
交
式

　「必ずチェック 最低賃金！
使用者も、労働者も」

　北海道内で事業を営む使用者及びその事業所で働

くすべての労働者（臨時、パートタイマー、アルバ

イト等を含む。）に適用される北海道最低賃金が次の

とおり改定されました。

最低賃金　時間額　786 円
効力発生年月日　平成 28 年 10 月１日

○最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、

臨時に支払われる賃金及び時間外等割増賃金は算入

されません。

○最低賃金額以上の賃金を支払わない場合は、最低

賃金法違反として処罰されることがあります。

○特定の産業（「処理牛乳・乳飲料、乳製品、糖類製

造業」、「鉄鋼業」、「電子部品・デバイス・電子回路、

電気機械器具、情報通信機械器具製造業」、「船舶製造・

修理業、船体ブロック製造業」）で働く労働者には北

海道の特定（産業別）最低賃金が適用されます。

　　厚生労働省　北海道労働局

　　　　　　　　労働基準監督署（支署）

振
り
込
め
詐
欺
に

　
気
を
つ
け
て
！

　

十
月
十
三
日
、
江
差
信
用
金
庫
乙

部
支
店
前
で
振
り
込
め
詐
欺
防
止
の

啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
江
差
警
察
署
が
十

月
十
一
日
か
ら
二
十
日
の
「
全
国
地

域
安
全
運
動
」
の
一
環
と
し
て
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
特
殊
詐
欺
な
ど
に

関
す
る
早
期
通
報
の
呼
び
か
け
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
江
差
信
金
と
乙
部
町
防

犯
協
会
の
協
力
の
も
と
、
詐
欺
防
止

を
呼
び
か
け
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
江
差
高
校
の
生
徒
が
警
察

署
の
職
業
研
修
と
し
て
参
加
し
て
お

り
、
訪
れ
る
方
に
積
極
的
に
声
を
か

け
て
い
ま
し
た
。

インフルエンザ予防接種
の 12 月の時間外受診

※時間外受診をご希望の方は必ず予約をお願いし
ます。
※インフルエンザワクチンは 12 月 27 日までに接
種してください。

診察日（午後３時３０分～４時受付）は以下の通りです。
１２月　１日（木）
１２月　７日（水）
１２月１４日（水）
１２月２１日（水）
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ねんきんの窓

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます
～～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～～

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となり

ます。（その年の１月１日から 12 月 31 日までに納付した保険料が対象です。）

　この社会保険料控除を受けるためには、納付したことを証明する書類の添付が義務付けら

れています。

　このため、平成 28 年１月１日から９月 30 日までの間に国民年金保険料を納付された方に

ついては、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が本年 11 月上旬に日本年金機構本

部から送付されますので、年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書（又は領収証書）を

添付して下さい。

　また、平成 28 年 10 月１日から 12 月 31 日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付

された方については、翌年の２月上旬に送付されます。

　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、ご本人の社会保険料控除に加えるこ

とができますので、ご家族あてに送られた控除証明書を添付のうえ申告してください。

　　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、控除証明書のはがき

に表示されている番号又は函館年金事務所（電話　０１３８－５６－１１６５）にお問い合わせく

ださい。

お父さん＝
　　　　　　鈴木　大伸さん
お母さん＝
　　　　　　　　亜紗美さん
わたしは
　 １歳５ヶ月の女の子です。
名前の由来＝
　いくつかの候補の中から、
長男が選んでくれました。
両親の願い＝
　周りの人を大切にして欲し
い。また、好きなことに一生
懸命になって欲しいです。

お父さん＝
　　　　　浅野　光二さん

お母さん＝
　　　　　　　　育子さん

ぼくは
　１歳４ヶ月の男の子です。

名前の由来＝
　羊年生まれなので、羊辺で
字画の良いものを選びまし
た。
両親の願い＝
　誠実で、思いやりのある人
になってほしいです。 鈴木　心寧ちゃん

（緑　町）
浅野　翔くん

（元　町）

わが家のアイドル

しょう ここね



〔 8 〕

特定健診・がん検診を実施します！

　特定健診（生活習慣病予防健診）～血圧、コレステロール、肝機能、血糖値等、生活習慣病に関わる検査
　胃がん検診（バリウム検査）／　肺がん検診（レントゲン検査）／ 大腸がん検診（便潜血検査）
　前立腺がん検診（血液による PSA 検査）／　骨粗しょう症検査（踵骨の超音波検査）　
　エキノコックス症検査　／　肝炎ウイルス検査（血液による B 型、C 型肝炎ウイルスの検査）

　　　　＊肺がん検診は、65 歳以上の方対象の「結核検診」を兼ねています。
　　　　　健康で、通院していない 65 歳以上の方は、年に一度の肺がん検診をお勧めします。

■申込み■　 乙部町役場町民課保健衛生係（電話 62-2311）
　　　　　　　　　※国保病院の場合は、2 週間前までに町民課保健衛生係までお申込ください。

■料金・内容■　　　どの検査をするか自分で選べます。

特定健診 胃 が ん 検 診 肺 が ん 検 診 大腸がん
検　　診

前 立 腺
がん検診

エキノコッ
クス症検査

肝炎ウイ
ルス検査 骨粗しょう症検査

64 歳 以 下 800 円 1,200 円 400 円 400 円 1,450 円
（50 歳以

上対象）
300 円 300 円

他の健診と同時に受診
した場合～ 800 円

65 歳 以 上 400 円 600 円 300 円 300 円 骨粗しょう症検診のみ受
診した場合～ 2,100 円

特定健診・がん検診を実施します！
平成 29 年   １月 18 日　（水） 姫川ふれあいセンター　
　　　　　  １月 19 日　（木）　元和交遊館　

午前６時 30 分～午前９時 30 分受付

早期発見・早期治療ができるのは「がん検診」だけ !!
２人に１人が「がん」になる時代、人ごとではありません！
乙部町のがん死因　　１位：肺　　２位：大腸　　３位：胃
早期がんとして発見できる期間は１～２年の間です

＜他の日程をご希望の方＞
　　　　乙部町国民健康保険病院　火・水・木曜日　午前 8 時 受付
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11月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

／ ／ ₁ ₂ ₃      文化の日 ₄ ₅
B 型肝炎ワクチン予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～）
赤ちゃん相談・健診

（ケア 午前 10 時～）
ブックスタート

（ケア 午後 1 時～）

休日当番医
道立江差病院

₆ ₇ ₈ ₉ 10 11 12
乙部町健康づくり交流会

（公民 午後１時～）
休日当番医
勤医協診療所

サロン「とよはな」
（豊セ 午後 1 時～）
四種混合予防接種

（国保 午後１時30分～）
BCG 予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～）
カラダ嬉しい講座（運動教室）

（交流 午後 7 時～） 

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）

町民文化祭
（町館 午前 9 時〜）
たんぽぽクラブ

（栄ふ 午前10時～）
映画鑑賞会

（公民  午後 6 時 30 分～）

町民文化祭
（町館 午前 9 時〜）
南部檜山清掃セン
ターは機械点検整
備のため休業とな
ります。

13母の日 14 15 16 17 18 19
町民文化祭

（町館 午前 9 時〜）
芸能発表

（公民  午後 1 時～）

休日当番医
道立江差病院

こころの健康相談
（江保 午後 3 時～）

男のためのお達者教室
（ケア 午後１時 30 分～）

ヒブワクチン予防接種
肺炎球菌ワクチン予防接種
日本脳炎ワクチン予防接種

（国保 午後１時 30 分～
健康相談

（ゆ里 午後１時 30 分～）   
カラダ嬉しい講座（運動教室）

（町館 午後 7 時～）

健康相談
（希望 午後１時 30 分～）

すくすく広場
（つ保 午前 9 時 30 分～）
親子料理教室

（栄ふ 午前10時〜）
栄浜小学校開校記念日  

20 21　 22 23　 24 25 26
休日当番医
乙部町国保病院

たんぽぽクラブ
（交流 午前10時～）

休日当番医
道立江差病院

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）
5 歳児健診

（交流 午後 1 時～）

健康相談
（三愛 午前 9 時～）
健康相談

（三研 午前 9 時 40 分〜）

27 28 29 30 ／ ／ ／
休日当番医
厚沢部町国保病院
乳がん・子宮がん検診

（ケア 午前８時 30 分〜）
寺島絵美さん江差追分全国大
会日本一 10 周年記念公演

（公民  午後 1 時 30 分～）

カラダ嬉しい講座（運動教室）
（町館 午後 7 時～）

麻しん風しんワクチン予防接種
（国保 午後 1 時 30 分～）
水痘ワクチン予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～）
おしゃべりサロン 

（姫ふ  午後 1 時 30 分～）

12
₂

12
3

10
30

10
31

会
場
・
場
所
略
称

( 江保 ) 江差保健所
( 国保 ) 国保病院
( ケア ) ケアセンターおとべ
( 町館 ) 町民会館
( 江保 ) 江差保健所

（豊セ）とよはま地区センター
（交流）生きがい交流センター�
( ゆ里 ) ゆりの里活性化センター
( 三愛 ) 三ツ谷愛郷会館
( 三研 ) 三ツ谷研修会館

（栄ふ）栄浜ふれあいセンター
（姫ふ）姫川ふれあいセンター
( 希望 ) 潮見希望館

（公民）公民館

可燃ごみ収集
①地区

不燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

不燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

不燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

不燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

ごみ収集の略称　①地区・・・滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区・・・豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、温泉団地、富岡、千岱野、姫川、旭岱

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

12
₁

不燃ごみ収集
①地区

  勤労感謝の日
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教
育
委
員
会
主
催
の
第
二
十
七

回
町
民
歩
け
歩
け
大
会
が
十
月
八

日
に
開
催
さ
れ
、
四
歳
の
幼
児
か

ら
八
十
歳
を
超
え
る
方
ま
で
幅
広

い
年
齢
層
の
方
々
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

午
前
十
時
過
ぎ
、
町
民
体
育
館

前
を
出
発
し
た
参
加
者
は
、
姫
川

方
面
の
四
・
八
キ
ロ
、
七
キ
ロ
、

九
キ
ロ
の
三
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
ポ
ー
ル
を
使
う
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
紅
葉

の
進
む
山
々
を
眺
め
な
が
ら
歩
き

ま
し
た
。
当
日
は
、
天
気
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
お
昼
に
雨

が
降
り
始
め
る
頃
ま
で
に
は
、
参

加
者
全
員
が
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
の
昼
食
に
は
、
町
食

生
活
改
善
推
進
委
員
会
の
協
力
で

作
っ
た
団
子
汁
を
味
わ
う
な
ど
、

参
加
者
は
秋
の
一
日
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に

～
第
二
十
七
回 

町
民
歩
け
歩
け
大
会
～ 第320号

教
育
委
員
会
だ
よ
り

     
明
る
く
元
気
で
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

九
月
十
四
日
（
町
民
プ
ー
ル
）

合
格
者
は
次
の
と
お
り

【
一
級
・
二
百
㍍
メ
ド
レ
ー
】

　

牛
谷
内
結
衣

【
二
級
・
百
㍍
メ
ド
レ
ー
】

　

工
藤
颯
大
・
長
尾
茉
凜

【
三
級
・
五
十
㍍
ク
ロ
ー
ル
】

　

佐
々
木
佑
衣
・
石
田
彩
起

　

由
利
花
央

【
四
級
・
二
十
五
㍍
ク
ロ
ー
ル
】

　

佐
々
木
茉
実
・
和
島
利
樹

九
月
二
十
二
・
二
十
四
日

（
館
浦
温
泉
公
園
多
目
的
運
動
場
）

【
Ｕ-

８
の
部
】

　

第
四
位　
乙
部
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

　

優
秀
選
手
賞　

小
笠
原
佳
泉

　

敢
闘
賞　

 
都
筑
万
彩

【
Ｕ-

10
の
部
】

　

準
優
勝　
乙
部
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

　

優
秀
選
手
賞　

森
山
豪
樹

　

敢
闘
賞　

 

井
田
花
和

【
Ｕ-

12
の
部
】

　

準
優
勝　
乙
部
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

　

優
秀
選
手
賞　

伊
藤
大
和

　

敢
闘
賞　

 

田
中
颯

九
月
二
十
五
日
（
町
民
体
育
館
）

【
小
学
生
団
体
の
部
】

　

準
優
勝　

乙
部
剣
道
少
年
団

　
（
陳
祐
恭
花
・
小
松
流
歌
・
平

　

野
綾
人
・
板
谷
和
奏
・
紺
野
修

　

平
）

　

※
全
道
大
会
出
場
権
獲
得

【
中
学
生
男
子
個
人
の
部
】

　

準
優
勝　

平
野
恵
夢

　

※
全
道
大
会
出
場
権
獲
得

【
中
学
生
女
子
個
人
の
部
】

　

優　

勝　

松
崎
彩
子

　

※
全
道
大
会
出
場
権
獲
得

九
月
二
十
五
日
（
町
民
体
育
館
）

【
小
学
二
年
生
以
下
の
部
】

準
優
勝　

陳
祐
翔
世

【
小
学
三
・
四
年
男
子
の
部
】

第
三
位　

工
藤
颯
大

【
小
学
五
・
六
年
男
子
の
部
】

準
優
勝　

平
野
綾
人

【
小
学
三
・
四
年
女
子
の
部
】

優　

勝　

陳
祐
恭
花

【
小
学
五
・
六
年
女
子
の
部
】

優　

勝　

板
谷
和
奏

準
優
勝　

小
松
流
歌

【
中
学
生
男
子
の
部
】

　

準
優
勝　

平
野
恵
夢

【
中
学
生
女
子
の
部
】

　

優　

勝　

陳
祐
綾
花

　

準
優
勝　

伊
藤
さ
く
ら

　

第
三
位　

松
崎
彩
子

【
団
体
・
小
学
生
低
学
年
の
部
】

　

優　

勝　

乙
部
剣
道
少
年
団
Ａ

　
（
平
野
佑
真
・
高
島
脩
誠
・
工

　

藤
颯
大
）

　

第
三
位　

乙
部
剣
道
少
年
団
Ｂ

　
（
平
野
麿
寛
・
陳
祐
翔
世
・
米

　

田
一
翔
）

【
団
体
・
小
学
生
高
学
年
の
部
】

　

優　

勝　

乙
部
剣
道
少
年
団
Ａ

　
（
平
野
綾
人
・
小
松
流
歌
・
板

　

谷
和
奏
）

【
団
体
・
中
学
生
の
部
】

　

優　

勝　

乙
部
剣
道
少
年
団
Ａ

　
（
平
野
恵
夢
・
陳
祐
綾
花
・
伊

　

藤
さ
く
ら
）

　

準
優
勝　

乙
部
・
厚
沢
部
混
成

　
（
浜
谷
幸
・
松
崎
彩
子
・
福
田

　

浩
史
）

十
月
十
一
日
（
厚
沢
部
町
）

　

優　

勝　

藤
崎
咲
南

　

※
全
道
大
会
出
場
権
獲
得

　

準
優
勝　

中
谷
百
伽

日
本
水
泳
連
盟

泳
力
検
定
試
験

Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｅ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ 

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
Ａ
Ｌ
２
０
１
６

檜
山
管
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

剣
道
交
流
大
会

〜
乙
部
か
ら
全
道
大
会
へ
〜

北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道

交
流
大
会
檜
山
地
区
予
選
会

〜
乙
部
か
ら
全
道
大
会
へ
〜

檜
山
中
学
校
英
語
暗
唱
大
会
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図書室の新刊おすすめ紹介
【一般向け】
●危険なビーナス　　　　　　　　　　　　　 （東野 圭吾）
●冒険の森へ３　背徳の仔ら　　　　　　　　　  （集英社）
●勇者たちへの伝言　　　　　　　　　　　　  （増山　実）
●おおあたり　　　　　　　　　　　　　　　  （畠中　恵）
●どうしても泣きたくなる恋 　　　　　　　　（神埼 たわ）
●望み　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（雫井 脩介）
●春子さんの冒険と推理　あおぞら町　　　  （柴田よしき）
●かんたんペットボトル調理　　　　　　　　　  （宝島社）
●聞くだけで子どもの脳と心が育つ　　　　  （橋本有佳子）
●０～５歳子どもの味覚の育て方　　　　  （とけいじ千恵）
　　　　　　　　　　　　　　　

【幼児・児童向け】
●すファインディングドリー      　　　   （KADOKAWA）
●はじめての日本むかしばなし　　　　　 第２集 （紙芝居）
●がんばれ！ウッチーマン  　　　　　   （ナカムラミツル）
●脳の専門家が選んだ「賢い子」を育てる 100 のおはなし  （瀧　靖之） 
●てんぐのてんちゃんぴよよよーん（フィリケえつこ）

《皆さまのご利用をお待ちしています》

　

九
月
二
十
六
日
、
乙
部
小
学
校

の
四
年
生
が
、
ま
た
、
十
月
十
一

日
、
栄
浜
小
学
校
の
全
児
童
が
稲

刈
り
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

乙
部
小
は
姫
川
地
区
水
土
里
を

保
全
す
る
会
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
栄
浜
小
は
老
人
ク
ラ
ブ
と
保

護
者
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
ど
ち

ら
も
地
域
ぐ
る
み
で
貴
重
な
体
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

稲
刈
り
体
験
で
は
、
子
ど
も
達

は
鎌
で
力
強
く
稲
を
刈
り
取
り
、

刈
っ
た
稲
を
ワ
ラ
で
一
つ
に
ま
と

め
て
運
ん
だ
り
な
ど
、
協
力
し
な

が
ら
熱
心
に
作
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
達
か

ら
進
ん
で
地
域
の
方
々
に
作
業
の

コ
ツ
を
聞
き
に
行
く
姿
も
見
ら

れ
、
と
て
も
意
欲
的
に
稲
刈
り
を

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
後
も
、
脱

穀
体
験
学
習
や
調
理
実
習
、
収
穫

祭
な
ど
を
行
い
、
農
業
に
携
わ
る

伝統ある乙部の文化を見つめ、未来へ進もう

「第 49 回乙部町民文化祭」

地
域
ぐ
る
み
の
教
育

～
乙
部
・
栄
浜
小 

稲
刈
り
体
験
学
習
～

こ
と
の
大
変
さ
を
体
験
す
る
こ
と

を
通
し
て
基
幹
産
業
へ
の
理
解
を

深
め
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　文化・芸術の秋に、今年も町民文化祭が開催されま
す。この日のために趣向を凝らして制作した数々の作
品展示をはじめ、子どものコーナー、舞踊や合唱など
の芸能発表や各種バザーなど盛りだくさんの内容と
なっています。送迎バスも運行しますので、たくさん
のご来場をお待ちしています。
■日　程　
　11 月 11 日（金）～ 13 日（日）：作品展示
　11 月 11 日（金）：映画鑑賞会
　11 月 12 日（土）：子どものコーナー
　11 月 13 日（日）：各種バザー、芸能発表
■会　場　町民会館・公民館
※内容、バス運行時間など詳しくは折込チラシをご覧
下さい。

《寺島絵美さん
江差追分全国大会日本一１０周年記念公演》
◆日時：平成 28 年 11 月 27 日（日）13 時 30 分～ 
◆場所：公民館講堂 ◆入場無料

　

十
月
五
日
、
町
民
会
館
に
お
い

て
来
年
度
小
学
校
に
入
学
す
る
幼

児
を
対
象
に
就
学
時
健
康
診
断
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
委
員
会

で
は
、
こ
の
機
会
に
小
学
校
生
活

を
円
滑
に
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う

に
と
保
護
者
を
対
象
に
し
た
家
庭

教
育
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
町
教
育
推
進
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
中
村
彰
氏
を
講
師

に
、
毎
日
の
生
活
を
通
し
て
睡
眠

や
食
事
、
外
で
の
遊
び
に
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
が
子
ど
も
に
も
た
ら

す
効
果
と
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
お
話
の

最
後
に
は
、
何
か
を
し
た
後
に
感

じ
る
「
達
成
感
」
を
子
ど
も
と
共

有
し
、
信
頼
関
係
を
育
ん
で
下
さ

い
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

教
育
委
員
会
と
各
小
学
校
で

は
、
子
ど
も
達
が
元
気
に
入
学

入
学
前
に
身
に
つ
け
た
い
こ
と

～
家
庭
教
育
講
座
を
開
催
～

し
て
く
る
の
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
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お 知 ら せ

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

　

11
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
11
月
17
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
２
時
15
分

▽
11
月
29
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
２
時

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時
45
分

乙部町国民健康保険病院　11月外来診療日程表 診療受付時間　午前   8:30〜11:00
　　　　　　　午後   1:00〜  3:00

※診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持するためにも、可能な
　限り通常の診療時間内に受診いただきたくなど、適正受診にご協力お願いいたします。

司法書士・土地家屋調査士による
無料登記相談書を開設します。

例えば、このような心配ごと・困りごとはありませんか？
　相続や贈与など不動産の名義変更、ローン完済による抵当権抹消等
　隣地との境界問題、土地の測量、建物の新築や取壊しの登記
　債務整理や遺言、認知症高齢者の財産管理（成年後見手続）・・・等々
　暮らしの法律家「司法書士」「土地家屋調査士」が、地域の皆様から
のご相談に無料で応じます。秘密は厳守いたしますので、お気軽にご
利用ください。

日　　時：11 月 13 日（日）午前 10 時～正午、午後 1 時～午後 3 時
場　　所：乙部町生きがい交流センター
　（※　「完全予約制」ですので、必ず事前予約願います。）
主　　催：乙部町・函館司法書士会・函館土地家屋調査士会・函館地
　　　　　方法務局
問合せ先：函館地方法務局総務課　（0138）23-9516

―11 月 30 日は「個人事業税」第２期分の納期限です―

「特設人権相談所」の開設のお知らせ
　江差人権擁護委員協議会と函館地方法務局江差支局では、人権
週間（12 月４日～ 10 日）行事の一環として、下記のとおり「困
りごと心配ごと特設人権相談所」を開設します。
　人権擁護委員が身近な法律問題や人権問題に関わる様々なご相
談をお受けし、解決へのお手伝いをさせていただきます。相談は
無料で秘密は守られます。
　なお、日時の都合がつかない、同じ町内で相談しづらいなどの
場合は、他会場でもご相談出来ます。また、法務局江差支局にお
いては、いつでも人権相談に応じていますのでご利用ください。

（電話５２－１０４８）
○と　き　12 月５日（月）午後１時から３時
○ところ　生きがい交流センター
※当日は、乙部町の人権擁護委員　安岡育男さんと笠原佳子さん
が相談に応じます。
乙部町以外の日時・会場は以下のとおりです。

　
第 12 回女性農業者グループ祭のお知らせ

―檜山に伝わる味を皆様へ―
・管内農村女性グループより地元農産物の魅力を伝えます
　（5 町・12 グループ）
・地元漁業者による水産加工店も共催出店！（2 町・2 漁業者）
直売会のほか、檜山の郷土食〝つぼっこ汁、くじら汁、くじ
ら出汁のそうめん″の販売も行います。
○と　き /11 月 12 日（土） 11 時～ 13 時
○ところ / 江差町南が丘　檜山地域人材開発センター
　（まなびっく）
○問い合わせ先　檜山農業改良普及センター（0139-53-6141)

　個人事業税は、個人で事業を営む方に課税される道税
です。忘れずに納期限に納めましょう。
　なお、納税には便利な口座振替をご利用ください。

〔問い合わせ先〕
　檜山振興局税務課納税係　電話　（0139）52-6473

11月11日～20日は冬の交通安全運動期間です。

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

午
前

村
瀬
村
瀬
文
化
の
日

村
瀬

村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬
奈
良

村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬

休
日
当
番
医

村
瀬
村
瀬
勤
労
感
謝
の
日

村
瀬
村
瀬

村
瀬
村
瀬
村
瀬

野
村
野
村

野
村

野
村
野
村
奈
良
野
村
野
村

野
村
野
村
野
村
野
村
野
村

野
村
野
村

野
村
奈
良

野
村
野
村
野
村

午
後
村
瀬
野
村

野
村

野
村
奈
良
奈
良
奈
良
野
村

野
村
村
瀬
野
村
村
瀬
村
瀬

野
村
村
瀬

奈
良
村
瀬

野
村
村
瀬
野
村

開　催　日 町　　名 開　催　場　所 開　設　時　間

12 月１日（木）奥 尻 町 奥尻町役場青苗支所 午後１時～３時

12 月５日（月）上ノ国町 上ノ国町役場 午後１時～３時

12 月６日（火）厚沢部町 厚沢部町役場 午後１時～３時

12 月６日（火）江 差 町 江差町文化会館 午後１時～３時



〔13〕 交通死亡事故ゼロ500日間達成！

　今回、高画質で鮮明な画像を描出できる、腹部超
音波検査（腹部エコー検査）装置が導入されました
ので、腹部エコー検査について、少しだけご紹介い
たします。
Ｑ 1　腹部超音波（腹部エコー）検査とは？
Ａ　お腹に器具（プローブ）を押し当てますが、こ
こからは、ヒトには聞こえない高周波の音波（超音波）
が出されます。この超音波が臓器や血管等にぶつかると、反射して器具（プ
ローブ）に戻ってきます。この戻ってきた超音波を瞬時に画像化するので、
お腹の内部をリアルタイムに把握・観測することが出来る検査です。
Ｑ 2　腹部超音波（腹部エコー）検査では、何がわかるの？
Ａ　主に肝臓、胆嚢、腎臓、脾臓、膵臓などの臓器の表面と内部、その周
りにある血管を描出します。得られた画像から腫瘍、ポリープ、嚢胞、結
石など、病変の有無、病変部の位置や形、大きさ等を観測する事が出来ます。
ただし、個々人の体格差や、肺の空気や消化管ガス等の影響を受け、上手
く描出できない場合もあります。
Ｑ 3　腹部超音波（腹部エコー）検査は、痛いの？被爆の心配はないの？
Ａ　「エコーガイド下穿刺」等の医師が行う特別な検査を除けば、器具（プ
ローブ）をお腹周辺に押し当てられる程度の痛みを感じる方もいますが、
多くは痛みを伴わない検査です。
　また、放射性物質ではなく、高周波の音波を使っているので、放射線に
被曝する心配はありません。
Ｑ 4　腹部超音波（腹部エコー）検査にかかる時間は？
Ａ　通常、15 分～ 30 分程度の時間を要します。

新機器導入情報

道 立 江 差 病 院 か ら お 知 ら せ

整 形 外 科 午前　月～金曜日

循 環 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

消 化 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　火曜日

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日（3日休診）

総合診療（外科） 午前　火曜日と水曜日と木曜日
外 科 午前　11日金曜日のみ

小 児 科 午前　月～金曜日
午後からの受診は事前に連絡願います

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日
午後　水曜日（23日休診）

精 神 科 午前　月～金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月～金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前　1日・2日・9日・10日・15日・16日・24日・29日・30日
午後　9日のみ

眼 　 　 　 科
午前　10日・17日
　　　（予約以外の方は10時までに受付）
午後　９日・16日・30日

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日
神 経 内 科 　　　４日・18日

外来診療体制
11 月の診療予定です

午前･･･ 8時00分～11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～）                   
午後･･･1時00分～2時30分

※診療受付時間

診療日は予定であり変更になる場合もあります。
事前に病院にご確認の上、受診してください。

看護職員募集のお知らせ
　臨時および看護師職員を常時募集しております。
☎ 52-0036（内線 202）総看護師長 中野（離職した方でも、正
職員として再就職可能です。助産師、薬剤師、臨床工学技士も募集
しております。次回の職員試験実施予定日は 11 月 11 日、12 月
10 日です。詳しくは、北海道病院管理室ホームページへ

　

今
回
は
，「
相
続
」
に
つ
い
て
お

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

身
内
の
方
が
亡
く
な
っ
た
場
合
に

相
続
が
開
始
し
ま
す
が
、
そ
の
際
、

相
続
財
産
と
し
て
プ
ラ
ス
の
財
産
だ

け
で
な
く
マ
イ
ナ
ス
の
財
産
が
存
す

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
場
合
に
、
相
続
人
は
、
相
続
財
産

の
内
容
に
よ
っ
て
、
①
相
続
す
る
、

②
相
続
放
棄
す
る
、
③
限
定
承
認
す

る
、
と
い
う
方
法
を
と
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

①
の
相
続
す
る
手
続
き
を
と
っ
た

場
合
は
、
相
続
人
間
で
話
し
合
い
が

可
能
な
場
合
は
、
相
続
人
間
で
遺
産

分
割
協
議
を
行
い
（
後
日
の
紛
争
予

防
の
た
め
協
議
書
を
作
成
す
る
と
よ

い
と
思
い
ま
す
）、
協
議
事
項
に
基

づ
い
て
遺
産
分
割
を
行
う
こ
と
と
な

り
ま
す
。
相
続
人
間
で
話
し
合
い
を

試
み
た
が
不
可
能
な
場
合
は
、
家
庭

裁
判
所
に
遺
産
分
割
調
停
を
申
し
立

て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
調
停
委
員

が
第
三
者
と
し
て
間
に
入
る
こ
と

で
、
相
続
人
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
聴

取
し
、
分
割
案
を
ま
と
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
調
停
で
話
し
合
い

が
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
裁

判
官
（
家
事
審
判
官
）
の
判
断
に
よ

り
審
判
が
な
さ
れ
分
割
方
法
が
決
定

さ
れ
ま
す
。

　

②
は
、
プ
ラ
ス
の
財
産
よ
り
も
マ

イ
ナ
ス
の
財
産
が
多
い
場
合
な
ど
に

用
い
る
手
段
で
す
。
放
棄
で
き
る
期

間
が
「
相
続
の
開
始
が
あ
っ
た
こ
と

を
知
っ
た
時
か
ら
三
箇
月
以
内
」（
民

法
九
一
五
条
一
項
本
文
）
と
期
間
が

定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
注
意
が
必

要
で
す
。

　

③
は
、
相
続
に
よ
っ
て
得
た
プ
ラ

ス
の
財
産
の
限
度
に
お
い
て
、
被
相

続
人
の
マ
イ
ナ
ス
の
財
産
を
弁
済
す

る
と
い
う
条
件
で
相
続
を
承
認
す
る

も
の
で
す
。
こ
れ
も
、
手
続
き
を
す

る
期
間
が
三
か
月
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
（
民
法

九
一
五
条
一
項
本
文
）。

　

な
お
、
相
続
を
承
認
す
る
か
放
棄

す
る
か
に
つ
い
て
は
熟
慮
期
間
の
伸

長
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
民
法
九
一
五
条
一
項
た
だ
し
書

き
）。

　

相
続
に
つ
い
て
お
困
り
の
方
は
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
当
事
務
所
ま
で
相

談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

法
律
相
談
、
出
張
相
談
の
ご
予
約
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

０
５
０
―
３
３
８
３
―
５
５
６
３
ま
で
。
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

法
テ
ラ
ス
江
差
　
弁
護
士
　
廣
田
朋
子

～
相
続
に
つ
い
て
～



よ
ろ
こ
びか

な
し
み
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昼
夜
の
寒
暖
の
差
が
激
し
く
な

り
、
ス
ト
ー
ブ
を
使
い
だ
し
た
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

秋
冬
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
が

お
こ
り
や
す
く
、
火
事
が
多
い
季

節
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
火
の
扱
い
に
は
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
ね
！

（
Ｈ
・
Ｎ
）

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

町 の 人 口
= ９月末現在 =

世帯数　1,927（−２）〈−1〉

人　口　3,925（−７）〈−27〉
　男　　1,812（−1）〈−10〉
　女　　2,113（−６）〈−17〉

（ ）内は前月との比較増減

〈 〉内は 3 月末からの累計増減

　

こ
ん
に
ち
は
、
協
力
隊
の
安

澤
で
す
。

　

十
一
月
に
入
り
、
朝
夕
の
寒

さ
が
身
に
染
み
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
冬
に
向
け

て
だ
ん
だ
ん
寒
く
な
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
皆
様
風
邪
な
ど
引

か
な
い
用
に
体
調
管
理
に
は
十

分
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
下
さ

い
。

　

突
然
で
す
が
こ
こ
で
、
私
事

で
大
変
急
な
報
告
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
私
、
安
澤
拓
馬
は
、

十
月
末
で
一
年
間
の
任
期
を
終

え
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
退
任

い
た
し
ま
し
た
。

　

一
年
間
活
動
し
な
が
ら
考
え

た
結
果
、
次
の
新
た
な
道
へ
進

む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
「
生
ま
れ
育
っ
た
町
で
働
き
た

い
」
そ
ん
な
思
い
か
ら
協
力
隊

の
活
動
が
始
ま
り
、
あ
っ
と
い

う
間
の
一
年
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
夏
の
期
間
を
振
り
返
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

約
十
年
振
り
の
元
和
台
マ
リ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
八
幡
神

社
例
大
祭
、
産
業
ま
つ
り
な
ど
、

子
供
の
頃
の
懐
か
し
さ
を
感
じ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。　

　

中
で
も
こ
の
夏
特
に
楽
し

か
っ
た
こ
と
は
、
元
和
台
マ
リ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
時
に
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
実
証
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
で
来
ら
れ
た
お
客
様
と

一
緒
に
元
和
交
遊
館
の
前
で

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
こ
と
で

す
。

　

お
客
様
が
「
す
ご
く
美
味
し

い
」
と
喜
ん
で
く
れ
て
い
て
、

暑
い
中
頑
張
っ
て
良
か
っ
た
な

と
思
う
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
色
々
な
こ
と
を

経
験
し
、
た
く
さ
ん
の
人
に
出

会
い
、
活
動
し
て
い
く
中
で
自

分
自
身
を
見
つ
め
直
す
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。　

　

都
会
の
生
活
で
は
、
あ
ま
り

感
じ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
「
人

の
温
か
さ
」
を
実
感
し
、
介
護

予
防
教
室
な
ど
の
場
で
お
年
寄

り
と
接
し
て
気
付
い
た
「
人
に

対
す
る
優
し
さ
」「
感
謝
の
気
持

ち
の
大
切
さ
」
は
私
に
欠
け
て

い
た
部
分
だ
と
思
い
ま
す
。

　

生
活
支
援
担
当
と
し
て
、
福

祉
の
仕
事
に
携
わ
れ
た
こ
と
で

得
る
も
の
、
学
ぶ
も
の
は
私
に

と
っ
て
す
ご
く
多
か
っ
た
で
す
。

　

一
年
間
協
力
し
て
く
れ
た
社

会
福
祉
協
議
会
と
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
方
々
に
は
特
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
私
が
担
当
し
て
い

た
生
活
支
援
は
主
に
「
地
域
づ

く
り
」
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
豊
浜
地
区
と
姫
川
・

旭
岱
・
富
岡
地
区
で
サ
ロ
ン
活

動
が
月
に
一
回
開
か
れ
て
い
ま

す
が
、
新
し
い
地
区
で
も
や
っ

て
い
こ
う
と
い
う
話
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
時
は
是
非
、
皆

さ
ん
気
軽
に
参
加
し
て
欲
し
い

な
と
思
い
ま
す
。
参
加
し
て
み

た
ら
き
っ
と
楽
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

私
も
タ
イ
ミ
ン
グ
と
時
間
が

合
え
ば
ギ
タ
ー
を
持
っ
て
参
加

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で

お
誘
い
待
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
年
間
の
活
動
が
、
今

後
の
地
域
づ
く
り
の
き
っ
か
け

に
繋
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
安
澤
　
拓
馬

No.27

9
月
15
日
〜
10
月
14
日

　
こ
ん
に
ち
は

　
　
よ
ろ
し
く
ね　
　
　
　
　      　

堀
之
内
敦あ

つ
し士

く
ん（
信
次
郎
・
美
穂
・
男
の
子
）
緑
町

石
山　

遥は

る大
く
ん（
佑
樹
・
千
恵
理
・
男
の
子
）
緑
町

　

お
く
や
み

　
　
申
し
上
げ
ま
す

大
森　

義
葊
さ
ん（
82
歳
）館　

浦

光
成
ミ
ド
リ
さ
ん（
48
歳
）緑　

町

渡
邉　

常
義
さ
ん（
70
歳
）緑　

町

梅
川　

チ
カ
さ
ん（
100
歳
）館　

浦

厚
別　

丈
久
さ
ん（
50
歳
）滝　

瀬

田
中
マ
ツ
ヱ
さ
ん（
91
歳
）緑　

町

北
島　

ミ
サ
さ
ん（
81
歳
）元　

町

萬
歳　

京
子
さ
ん（
77
歳
）姫　

川

田
中　

史
子
さ
ん（
44
歳
）元　

町

竹
村　

武
夫
さ
ん（
86
歳
）旭　

岱

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

11月は《固定資産税〈第４期〉の納期限》です。

▽
地
域
振
興
に
役
立
て
て
下
さ
い

　
坂
本
　
か
ず
子
さ
ん

　

車
椅
子
二
台
寄
贈

▽
ふ
る
さ
と
寄
附
と
し
て

　
中
川
　
久
美
さ
ん
（
熊
本
県
）	

	

三
万
円

　
茂
田
　
貴
範
さ
ん
（
旭
川
市
）

		


一
万
円

　
原
　
　
善
行
さ
ん
（
室
蘭
市
）

		


一
万
円

　
佐
藤
　
孝
裕
さ
ん
（
埼
玉
県
）

		


一
万
円

　

あ
た
た
か
い
ご
寄
付
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
意
に
感
謝
し
ま
す


